
- 1 - 

 

 

 

                                                                          

 令和３年度「これからの時代に求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・

マネジメントの在り方」に関する調査研究の完了報告書を次のとおり提出します。 

 

１．調査研究概要 

令和元・２年度にかけて、大阪府教育庁が再委託した府内５市町７校（小学校６校、中学校

１校）の各実践校で、令和元年度までの自校の取組みから編成した教育課程を元に、実践、評

価、改善を行った研究成果についての事例を「大阪府カリキュラム・マネジメントの手引き」

としてまとめた。 

令和３年度からは、前年度までと異なる４市町４校（小学校３校、中学校１校）の実践校を

指定している。前述の手引きを参考にしながら各実践校で取組みを進め、以下の２点を中心に

調査研究を行った。 

（１）先行研究の成果をどのように自校の課題や実態に合った形で落とし込んでいくのか 

（２）年間を通してＰＤＣＡサイクルを回しながら、どのように各校の課題を解決し、 

教職員がカリキュラム・マネジメントの意義を理解し、その効果を実感しながら、 

学校全体で組織的に取組みを進めることができるか 

  

 

調査研究の目的、

成果普及の方法、

府教育庁として各

市町及び各校への

支援、調査研究校

や市町教育委員会

の役割についての

概要は右図の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大阪府教育委員会 令和３年度完了報告書 
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各調査研究校における調査研究を円滑に実施するために、以下のような取組みを実施した。 
（それぞれの取組みの成果や課題については、「３．実践地域全体としての調査研究の結果明らか

となった成果や課題と改善方策」の項目で記載する） 

 

 ①「カリキュラム・マネジメント検討会議」 

  目的：大阪府教育庁が調査研究校に対し、本調査研究の円滑な実施のために必要な指導・

助言、調整を行う 

  内容：第１回（８月３日Web実施） 

      ・調査研究校のこれまでの取組みと今後の展望について（各校による発表） 

      ・大阪教育大学 田村知子教授による助言及び講義 

     第２回（10月27日集合開催） 

      ・カリキュラム・マネジメントの手引き完成に向けての協議 

・カリキュラム・マネジメントWebフォーラムに向けての協議  

・大阪教育大学 田村知子教授による助言及び講義 
  

 

②「各調査研究校への訪問・支援」 

   １学期 → 調査研究校との打合せ（Web実施）  

     時期：６月22日～6月30日（１校ずつ実施） 

     参加者：市町教委担当指導主事等及び調査研究校担当者 

     内容：年度当初の取組み状況と今後の方向性についての共有 

 

   ２学期 → 調査研究校訪問（府指導主事２～３名） 

     時期：11月29日～12月22日 

     参加者：市町教委担当指導主事等及び調査研究校担当者 

     内容：Webフォーラム実施や手引き作成に向けた協議及び指導助言 

 

  

③「カリキュラム・マネジメントWebフォーラム」（１月25日 Zoomにて実施） 

  目的：令和３年度カリキュラム・マネジメント調査研究事業実施校が、大阪府作成の 

「カリキュラム・マネジメントの手引き」を参考にして取り組んだ調査研究内容に 

ついてWebフォーラム形式で発信することで、教職員がカリキュラム・マネジメント 

の意義を理解し、その効果を実感しながら、各校の実態に応じて学校全体で組織的に 

取組みを進め、府域の学校のカリキュラム・マネジメントの実現を図る 

  内容：「教職員が効果を実感できるカリキュラム・マネジメントのために」 

     実践報告及び対談   四條畷市立忍ケ丘小学校、富田林市立小金台小学校 

                 忠岡町立東忠岡小学校、田尻町立中学校 

指導助言及び講義   大阪教育大学 教授 田村 知子 

 

  

 ④「小・中学校 カリキュラム・マネジメント実践研修」（大阪府教育センター実施） 

  目的：カリキュラム・マネジメントの意義とその充実に向けた取組みについて理解を 

深めるとともに、組織的にカリキュラム・マネジメントを推進する力を高める 

  

  内容：第１回（６月１日Web実施） 

      ・大阪教育大学 田村知子教授による助言及び講義 

・令和元・２年度の調査研究校（摂津市立摂津小学校）担当者による実践発表 

     第２回（２月14日Web実施） 

      ・研修参加者によるグループ協議 

      ・次年度への継続的な取組みについて構想する演習 
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⑤「カリキュラム・マネジメントの手引き」作成 

【手引きの構成】 

これまで、手引きの作成にあたっては、カリキュラム・マネジメントについての基礎的な 

知識の理解を深めることができるページを作成するとともに、各校の研究について、カリキ

ュラム・マネジメントに関わる三つの側面それぞれに対応した取組みごとに章立てし、「児

童や学校、地域の実態を把握すること」、「教職員全員で取り組むこと」、「取組みの内容

や成果を発信すること」の３つの視点を共通の軸として取りまとめてきた。 

また、カリキュラム・マネジメントの実現に向けて読者の課題がどこにあり、どのページ

から読み進めるとよいかを図で示した「カリキュラム・マネジメント Yes／No チャート」

や、調査研究校が実践を進めるにあたって、苦労したことや実感したことについて、Q&A 形

式で質問に答えた「Q&A インデックス」を作成し、他校でも取組みを進めてみたくなるよう

な工夫をした。 

 

手引きの構成は次表のとおり。 

第１章 カリキュラム・マネジメントを知ろう 

 ○カリキュラム・マネジメント Yes／No チャート     
 ○“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？ 
 ○カリキュラム・マネジメントの実現に向けた年間スケジュール例 
 ○カリキュラム・マネジメント Q&A インデックス 

第２章 カリキュラム・マネジメントの実現に向けた実践事例とその工夫について 

 カリキュラム・マネジメントの３つの側面を通して、教育活動の質の向上を図ろう 

(1)教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていく事例 

(2)教育課程の実施状況を評価してその改善を図る事例（PDCA サイクルの構築） 

(3)教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制の確保とともにその改善を図る事例 

第３章 カリキュラム・マネジメントのための参考資料集 

 
第２章で紹介した調査研究校の実践事例の中で実際に活用したワークシート等を参考資料

として第３章にまとめ、他校でも活用できるようにした。本手引きは、全編ＰＤＦデータと

して作成し、大阪府のホームページ上に公開している。他の学校の教職員がタブレット端末

等を使って、「いつでも、どこでも参考・活用できる手引き」として使用できることをねら

いとしている。 

 

 令和３年度は、教職員がカリキュラム・マネジメントの意義を理解し、その効果を実感し

ながら、各校の実態に応じて学校全体で組織的に取組みを進めることができるようにし、「府

域の学校でのカリキュラム・マネジメントの実現を図る」という目的を達成すべく、これら

①～⑤の取組みを中心に調査研究を進めてきた。 

 

今年度の各実践校が年間を通してどのように取組みを進めたかを時系列にとりまとめたペ

ージを作成し、読者が自分の学校の実態や課題に合ったカリキュラム・マネジメントについ

て理解し、見通しをもって取り組むことができるようにした。 
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（実践地域における年間実施スケジュール） 

 

月 取組内容 

４月  

５月 実践校の決定（４校）、担当指導主事との打合せ（Web 実施）（府）（5/24） 

６月 カリキュラム・マネジメント実践研修（府）（6/1） 

実践校との打合せ（Web 実施）（府）（6/22～30） 

７月  

８月 第１回カリキュラム・マネジメント検討会議（8/3） 

９月  

10 月 第２回カリキュラム・マネジメント検討会議（10/27） 

11 月 実践校訪問（府）（11/29～12/22） 

12 月   ↓ 

１月 大阪府カリキュラム・マネジメント Web フォーラム（1/25） 

２月 カリキュラム・マネジメント実践研修（府）（2/14） 

 

３月 今年度の研究についての成果等の検証 

カリキュラム・マネジメントの手引き（増補版）の公開 

 

各校の取組みの現状把握 

１学期末までの取組み検証 

第１回検討会議を受けて 

取組みの検証及び改善 

２学期末までの 
取組みをまとめ 

府域に Web に公開 
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２．調査研究の内容 

①富田林市立小金台小学校 

 

（１） 研究テーマ 

☑ a 学校の教育目標等（目指す児童生徒像や教育課程編成の重点など）の設定及び実現に向

けた研究 

□ b 学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた研究 

□ c 現代的な諸課題に対応するための資質・能力の育成に向けた研究 

 

小中一貫校としての９年間を見通し、 

めざす子ども像の実現に向けた教育課程編成に係る実践的研究 

 

（２） 調査研究の内容 

調査研究校は、隣接する明治池中学校と１小１中の編制であり、かねてより相互のつながり
が深いことから、本市の学校再編の一貫として、令和４年度より「小中一貫校」として新たな
スタートを切る予定である。 

このことを踏まえると、「学園のめざす子ども像の策定」「９年間の新たな教育課程編成」
「９年間で育てたい学力像の構築」「生き方を追究する総合的な学習の時間の再構築」が必要
となってくる。さらに、これらの営みを着実に進め、求められる資質・能力を確実に育成して
いくためには、学校の教育課程全体を見渡し、相互に関連付け、教科横断的な視点で教育活動
の質的向上を図る、組織的・計画的なカリキュラム・マネジメントが重要となる。 

そこで、それらに基づき、以下の研究を進めた。 

 

①小中一貫校としての９年間を見通した、めざす子ども像の策定や教育課程編成の研究 

②９年間通じて一貫して重点的に育成する「育てたい力（考える力）」の策定と、その育成 

に向けた段階的・系統的な習熟の手立ての研究 

③国語科の授業研究による言語能力育成の取組みと系統的な指導計画の作成。また、それを 

基盤とした、教科等横断的な取組みによるさらなる言語能力の向上促進 

④生活科・総合的な学習の時間等のカリキュラムを再構築し、今日的な社会課題（SDGs、 

キャリア等）を踏まえたこれからの「生き方」を９年間で追究していく新たな学びのため 

のカリキュラムの作成 

 

（３） 調査研究の結果明らかとなった成果・課題と改善方策 

 

研究内容①について 

 ９年間の全体像を踏まえながら小学校の教育課程編成を進める根幹

として、小中学校で一貫してめざす子ども像を『今と未来、社会でいき

る自分らしさを』と策定した。 

 また、めざす子ども像を具現化する手立てとして、小学校では「つづ

ける」「すすんで」「つながる」、中学校では「継続」「挑戦」「共生」

をサブテーマに設定した。 

さらに、リーフレットを作成し、児童・生徒ならびに保護者に配付す

ることで、本研究の趣旨を広く周知した。 

しかし、現在では、めざす子ども像を示す文言がスローガン調になっ

ており、子どもの姿が連想しづらいとの意見もでてきており、今後、よ

り具体的に子どもの姿を共有できるものに変更していく必要がある。 
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研究内容②について 

 めざす子ども像を具現化する道筋として、９年

間かけて育成したい力の構造図を作成した。 

 そこでは、課題発見・解決能力の基礎となる「と

りいれる力」「カタチにする力」「つたえあう力」

「今をいきる力」を育成する上で必要となる技能

を各発達段階に応じて整理することにした。 

 

 

各発達段階の区切りについては、小学校１年生から４

年生までを「前期」、小学校５年生から中学校１年生ま

でを「中期」、中学校２年生から３年生までを「後期」

とすることで、より円滑な小中接続をねらいとした。 

 課題としては、構造図が細分化されすぎており育成

していくべき力の関係性や系統性が一望できないこ

とがあげられる。現在文言を簡略化し、焦点化した構

造図を作成しているところである。  
 

研究内容③について 

  国語科の授業研究においても、言語能力の育成に

ついて、先述した構造図と関連させながら取組み、

常に子どもたちにつけたい力の系統を確認しながら

研究を進めた。このことで、単元計画を作成する際

も単元のゴール（つけたい力）から逆算して、指導計

画が作成されるようになり、必然的に指導と評価の

一体化が図られるようになった。 

さらには、子どもたちの学びを支えるツー

ルとしてタブレットが有効活用され、思考ツ

ールの使用が一般化したことも成果の一つ

である。 

 国語科における研究の課題としては、研究

の効果検証があげられる。国語科において

は、コミュニケーション能力等、数値化して

評価しづらい能力の見取りが必要となるた

め、今後、評価方法の確立に向けた研究が急

がれる。 

 

研究内容④について 

生活科・総合的な学習の時間等のカリキュラムを再

構築し、今日的な社会課題（SDGs、キャリア等）を踏

まえたこれからの「生き方」を９年間で追究してい

く新たな学びのためのカリキュラムの作成について

は、その呼称を「未来科」として研究を進めた。 

「未来科」においてもまずは、つけさせたい力を

集約することから骨格作りをすすめた。新教科の設

置というよりは、「未来科」はあくまでも既存の生

活科、総合的な学習の時間の再構築であり、これまでの取組みを検証し、めざす子ども像の具

現化に有効なものを系統化していくことを目的とした。 

また、「未来科」は、各教科で育まれた力が発揮される場でもあるため、系統性を持って進

めていくためには、「未来科」とつけたい力の構造図、及び各教科との関連を明らかにした、

指導計画表を作成する必要がある。 
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（４）実践校における年間実施スケジュール 

月 取組内容 

５月  

６月 校内研究授業① 

府教育庁との打合せ（Web 実施） 

７月  

８月 第１回カリキュラム・マネジメント検討会議 

先進校視察（※新型コロナウイルス感染症拡大のため実施できず） 

９月  

10 月 第２回カリキュラム・マネジメント検討会議 

11 月 校内研究授業② 

12 月 府教育庁による学校訪問 

外部講師による校内研修 

２学期成果検証 

１月 カリキュラム・マネジメント Web フォーラム 

外部講師による校内研修 

２月 研究中間発表（校内研究授業③）外部講師による指導助言 

３月 年度末成果検証 
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②四條畷市立忍ケ丘小学校 

（１） 研究テーマ 

□ a 学校の教育目標等（目指す児童生徒像や教育課程編成の重点など）の設定及び実現に向

けた研究 

☑ b 学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた研究 

□ c 現代的な諸課題に対応するための資質・能力の育成に向けた研究 

 

  研究テーマ  自分の思いや考えをわかりやすく伝え合う児童の育成 

～各教科で汎用的に活用できる書く力の向上をめざして～ 

めざす子ども像「すすんで学び 自分や友だちを大切にする子」 

 

（２） 調査研究の内容 

国語科で身につけた「書く力」を他教科

にどのように生かしていくのかに焦点を

絞り調査研究を進めた。 

「他教科で汎用的に書く力」を育成すべ

く、めざす子ども像を見つめなおすこと

で、学校全体の教育課程の見直しを図り、

教科横断的な視点から再整理することが

できた。 

「大阪府カリキュラム・マネジメントの

手引き」も参考にしながら、第１回の校内

研究では、「めざす子ども像」と「研究テ

ーマ」をつないで考えることや、各学年で

「何ができるようになってほしいのか」と

いうことをすべての教員で考えた。 

また、このことを教員が１年間意識し続けることが大切だと考え、１学期に１本の「しか

けシート」（上図）という簡単な実践報告の提出も呼び掛けた。 

 

すべての教科で「すたサポファイル」（右

図）を活用することで、こどもの学びを再

構築し、豊かな言語活動の実現に向けた、

指導計画の見直しができた。２学期後半に

は、子どもたちから「すたサポファイル」

を見ながら学習を進める様子も見られる

ようになり、自分で学習内容をつかんだ

り、判断したり、意見交換する場面がとて

も増えた。 
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（３） 調査研究の結果明らかとなった成果・課題と改善方策 

  児童に身につけたい力の育成に向かい、教師集団が一丸となって組織的に取り組めるように

なった。授業では、既習事項や系統性を意識して指導できるようになった。 

（アンケート結果 6月：34.8％⇒12月 76.5％） 

カリキュラム・マネジメントに関するアンケート結果を見ても、肯定的回答の平均が20ポイ

ントアップした。（下グラフ参照） 

 

次年度に向けての課題は、評価方法

の開発や実施について研究を深める

ことである。各教科で身につけた資質

・能力を活用する場面において、教科

横断的な視点から、総合的な学習の時

間における探究の過程を強く意識し

た指導が組織的に行えるよう、今の取

組みをブラッシュアップしていく。 
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（４）実践校における年間実施スケジュール 

月 取組内容 

５月 カリキュラム・マネジメント研修会 

～学習指導要領総則からみた児童の実態の考察～（市教委指導主事から指導助言） 

児童アンケート、教職員アンケート（前期）の実施 

６月 「しかけシート」（実践報告書）を活用した実践 

府教育庁との打合せ（Web 実施） 

７月 「しかけシート」（実践報告書）を活用した実践 

８月 第１回カリキュラム・マネジメント検討会議 

夏季研修 学習ツール用ファイル「すたサポファイル」の作成 

９月 「しかけシート」（実践報告書）を活用した実践 

10 月 「しかけシート」（実践報告書）を活用した実践 

第２回カリキュラム・マネジメント検討会議 

11 月 研究授業・校内研究「国語科と社会科の教科横断的な取組み実践」 

「カリキュラム・マネジメント」研修会（田村先生のご講演） 

府教育庁による学校訪問 

12 月 単元配列表の見直し 

児童アンケート、教職員アンケート（後期）の実施 

１月 研究授業・校内研究「国語科と生活科の教科横断的な取組み実践」 

カリキュラム・マネジメント Web フォーラム 

２月 アンケート結果からのアセスメント 

３月 総括 
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③忠岡町立東忠岡小学校 

 

（１） 研究テーマ 

□ a 学校の教育目標等（目指す児童生徒像や教育課程編成の重点など）の設定及び実現に向

けた研究 

☑ b 学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた研究 

□ c 現代的な諸課題に対応するための資質・能力の育成に向けた研究 

 

ICTを活用して各学年・各部・各教科等の取り組みをつなげる 

 

 

（２） 調査研究の内容 

 

「根拠をもって、自分の考えを自
分の言葉で表現できる力」を育むた
め、カリキュラム・マネジメントに
学校全体で取組む（右図）。 
 
○ICTを活用した授業実践の蓄積 
・算数科を切り口に領域別研究の 
実施（系統図の作成、領域別 
グループごとの報告を共有） 

○各学年、各部、各教科等の取組み 
をつなげる（年間計画の見直し） 

 

（３） 調査研究の結果明らかとなった成果・課題と改善方策 

【成果】 

・ICTを活用することで、児童同士がより交流することができ、視覚的に伝わりやすい発

表が可能になった。児童が工夫して取り組むことで、意見交流も活発になった。発表ノ

ートを使って相手に分かりやすくするための工夫（色付け、補助説明）がされるように

もなった。 

・教職員全体で取組みを共有しやすくするために、

職員室にICT活用掲示板を設置した。その結果、

情報を手軽に活用することができた（右図）。 

・年間指導計画表を色付けすることで、一人ひとりが 

   つながりをより意識し始めた（下図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲児童会活動で子どもたち同士がふせん
にメッセージを書いて貼る取組みからヒ
ントを得て、ICT 活用掲示板を設置するこ
とになった。 

教職員同士で ICT の効果的な活用につ
いてコミュニケーションをとる場面が増
えた。 
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（４）実践校における年間実施スケジュール 

月 取組内容 

６月 領域別グループ検討会 

府教育庁との打合せ（Web 実施） 

７月 全体検討会、児童・教職員アンケート実施・分析 

８月 第１回カリキュラム・マネジメント検討会議 

領域別グループ検討会、大学教授による助言、カリキュラムの見直し・再計画 

９月 領域別グループ検討会、 

10 月 校内研究授業実施、大学教授による助言 

第２回カリキュラム・マネジメント検討会議 

11 月 領域別グループ検討会、研究授業の分析・共有 

12 月 府教育庁による学校訪問 

カリキュラムの見直し・再計画、児童・教職員アンケートの実施・分析 

１月 校内研究授業の実施、大学教授による助言 

カリキュラム・マネジメント Web フォーラム 

２月 校内研究授業の分析・共有、カリキュラム・マネジメント事業の年間報告会 

３月 児童・教職員アンケートの実施・分析、カリキュラムの来年度に向けて再計画・引き継ぎ 

 

（児童アンケート）1学期より2学期のポイントが上がっている。 

①話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりしている 75％→77％ 

➁自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫している 

   68％→71％ 

（教師アンケート）1学期より2学期のポイントが上がっている。 

①児童生徒は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを 

工夫している  60％→86％ 

➁児童生徒は話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが 

できている   72％→80％ 

 

【課題】 

・ICTの活用が目的になっている場面がある。 

・子どもにつけたい力に正対した教科横断的な取組みの重点化が必要である。 

・日々の授業につなげるために、より短い期間で成果を検証する必要がある。 

 

【改善方策】 

・ICTを活用する際に、それぞれの 

学年の発達段階に応じた活用を 

研究し授業改善につなげていく。 

・教科横断的な重点テーマに絞り 

   込んだ研究を進める。 

・PDCAサイクルのＣ（評価、検証） 

    やＡ（実践）により重きを置く。 

   短時間でのＣ・Ａの回数を積み 

   重ねていく。 
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④田尻町立中学校 

（１） 研究テーマ 

□ a 学校の教育目標等（目指す児童生徒像や教育課程編成の重点など）の設定及び実現に向

けた研究 

□ b 学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた研究 

☑ c 現代的な諸課題に対応するための資質・能力の育成に向けた研究 

 

社会に開かれた教育課程の実践から、現代的な諸課題に対応するための 

資質・能力の育成に向けた研究 

 

（２） 調査研究の内容 

中学生が、地域や役場の各課と意見を

交流し、SDGsの観点から 

田尻町が抱える現代的な諸課題につい

て、「１．自分たちに何ができるか。」

「２．学校全体で何ができるか。」「３．

地域・役場と連携・協力して何ができる

か。」という３つの視点で解決に向けて、

企画・立案・提案し、実践していった。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲子どもたちが町のためにできることを
考えた“想い”を大切にしてスタート
した。 

自分たちの想いを実現するために
子ども同士で協力し合ったり、企画し
たりする中で、さまざまな地域人材と
関わりながら、時には失敗や挫折も経
験しつつも、行動し続けた。 

ものごとを成し遂げることの楽し
さややりがいを実感でき、そこで感じ
た感動や、もっと頑張りたいという意
欲が次の取組みにつながり、「好循環
のサイクル」となっていった。 

▲子どもたちが各グループで企画・提案
したものについて、各教科の視点から
生徒に指導を行った。その内容は、各
教科の学習指導要領に基づいた内容で
あることはもちろん、子どもたちにつ
けさせたい力を意識した授業づくりに
もつなげていった。 
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（４）実践校における年間実施スケジュール 

月 取組内容 

６月 ○カリキュラム・マネジメント校内検討会議 

〇教育委員会・中学校・役場・地域連携会議 

●府教育庁との打合せ（Web 実施） 

７月 ○学期末アンケート実施 

８月 ●第１回カリキュラム・マネジメント検討会議 

○探究的な学習に関する研修会実施（オンライン）講師招聘 

９月 ○カリキュラム・マネジメント校内検討会議 

10 月 ●第２回カリキュラム・マネジメント検討会議 

★第１回ミーティング（中学校・役場・地域連携） 

11 月 ★中学校引き継ぎ会（中学校３年生から中学校２年生へ） 

12 月 ★第２回ミーティング（中学校・役場・地域連携） 

●府教育庁による学校訪問 

１月 ●カリキュラム・マネジメント Web フォーラム 

２月 ○研修会（オンライン）講師より生徒の発表について助言をもらう 

３月 ★第３回ミーティング（中学校・役場・地域連携） 

○年度末アンケート実施 

○令和４年度に向けて全体計画検討会を開催 

○アンケート項目見直し 

○：校内での取組、●：大阪府との取組、★：中学生の取組 

（３） 調査研究の結果明らかとなった成果・課題と改善方策 

 
（○：成果、●：課題） 

○ 研究体制の見直し及び再構築を行う中で、校務分掌を見直し、教務部として細分化するこ

とで、カリキュラム・マネジメント主担当者として位置づけることができ、推進しやすく

なった。 

○ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメントを推進し、つけたい力を共有

することで、それぞれの教科において教科横断的な視点での授業改善が進んだ。 

また、子どものアイデアを尊重し、子ども主体の授業づくりを意識するようになった。 

○ カリキュラム・マネジメントを行うことで、教科と教科、教職員・生徒同士、学校と地域

というように様々な場面において「つなぐ」「つながる」ことができた。 

○ 生徒の変容として、与えられた課題に取り組むだけでなく、探究的な学習を進めることで、

主体的に学習に取り組む生徒が増えた。「自分の考えが実現する」という成就感から、更

なる活動へとつながった。 

● 主担当者の学年や教科においては、カリキュラム・マネジメントが大きく進んだが、全学

年までは推進できていない部分もあり、学校全体で取り組みを進める必要がある。 

→カリキュラム・マネジメントの成果や生徒の変容を分析し、全教職員で共有することで、

課題改善を図る。 
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３．実践地域全体としての調査研究の結果明らかとなった成果や課題と改善方策 

 （○：成果，●：課題） 

 

【成果】（○数字は「１．調査研究概要」の各取組みと対応） 

①カリキュラム・マネジメント検討会議 

○第１回では、７月に実施された文部科学省に 

よる連絡協議会でご助言いただいた内容を 

伝え、２学期以降の各校の取組みにつなげる 

ことができた。特に、手引きをまとめるにあ 

たって、「無意識にやっていることも言語化 

すること」、「学習指導要領との関係を意識 

して、他の学校にとって参考になるような成 

果を示すようにすること」が大切であるとい 

う意識を共有できた。 

 

○第２回では、事前に各実践校の１年間の取組 

みを表にまとめることを宿題とし、自校の取 

組みの流れについて整理することにした（右 

図）。年間のスケジュールを表にしてまとめ 

ることで、これまでの取組みで何が効果的 

で、どんなところに課題があったのかを見え 

る化でき、各調査研究校の後半の取組みの改 

善につながった。 
               ▲カリキュラム・マネジメントの実現に向けた年間スケジュール例 

 

②各調査研究校への訪問・支援を通して 

○１学期の調査研究校との打合せでは、６月下旬に各調査研究校の取組みについて、めざすべ 

き方向性を共有できた。 

●１学期の打合せは、新型コロナウイルス感染症対策によりWeb実施だったため、年度当初の取 

組み状況を訪問を通して確認できなかった。  

○２学期は、11月下旬～12月下旬頃に各調査研究校を、府指導主事２～３名で訪問した。８月 

と10月の２回のカリキュラム・マネジメント検討会議を通して、調査研究校４校の取組みを

把握していたものの、実際に調査研究校の教職員や子どもの様子を見ることにより、着実に

カリキュラム・マネジメントの推進に向けて取り組みが進んでいることを確認できた。 

○Webフォーラム実施や手引き作成に向けた協議及び指導助言を行い、各校の特色ある取組みを 

どのように取り上げ、府域の教職員に向けて発信するかについて確認できた。 

 

③カリキュラム・マネジメントWebフォーラム（Zoom開催） 

  令和４年１月25日（火）15:00～17:00  

 参加アカウント数：84（発表者・運営除く） 

  

○Webフォーラム形式で発信することにより、 

教職員がカリキュラム・マネジメントの意義を 

理解し、その効果を実感することができた。 

アンケート結果の概要は、次頁の通り。 
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参加者アンケートより： 

○「本フォーラムで学んだことを、今後のカリキュラム・マネジメントの推進に活かすことが 

できると思いますか」⇒肯定的回答 97.6% 

○「本フォーラムの内容を、市町村や学校内で広めようと思いますか」⇒肯定的回答 91.7% 

  

（アンケート コメント欄より） 

○以下のコメントの通り、多くの参加者が、今年度の調査研究校の発表や対談から、自校でも 

カリキュラム・マネジメントを推進していきたいという実感を持つことができるWebフォーラ 

ムとなった。 

・つけたい力、めざす子ども像を全職員で共有することの大切さがわかりました。また、「メ

リットがあると人は動く」という言葉に共感し、カリマネの良さをみんなに伝えることで

教職員も受け身ではなく自主的にカリマネを進めていくことができると感じました。 

 ・各校の取り組みが、1年目ということもあり、あまり研究していない本校でも「やってみよ

う」と思える取り組みが多く見られたので、とても参考になりました。 

 ・カリキュラム・マネジメントについて、勉強をする機会は何度かあったが、「具体的に何

をしたら？」という疑問に対して、今回の実践例が答えてくれたような気がします。「つ

なぐ」というキーワードをもとに、教職員や生徒、地域をつないでいけるような取り組み

を学校全体で考えていきたいと思いました。 

 

 

④小・中学校カリキュラム・マネジメント実践研修（大阪府教育センター主催） 

 

○第１回（６月１日Web実施）では、大阪教育大学 田村知子教授による助言及び講義をいただ 

き、参加者がカリキュラム・マネジメントの実践に向けて具体的なイメージを持つことがで 

きた。また、令和元・２年度の調査研究校（摂津市立摂津小学校）担当者が実践発表をし、

「カリキュラム・マネジメントの手引き」に掲載した取組みについての詳細や、その成果や

課題について実際に聞くことができ、参加者の理解が深まった。 

○第２回（２月14日Web実施）では、研修参加者によるグループ協議や、次年度への継続的な取 

組みについて構想する演習を実施した。第１回の内容を受けて、参加者が各校で実践した成 

果と課題を持ち寄り、次年度からのカリキュラム・マネジメントの実践について、具体的に 

考えることができた。 

○本実践研修では、今年度の調査研究校４校の担当者も参加しており、府教育庁による取組み 

と、府教育センターの研修の内容を連動させることができ、担当者のカリキュラム・マネジ 

メントに対する理解をより深めることができた。 

 

（アンケート コメント欄より） 

・課題ばかりに目を向けるのではなく、よさや強みを明確にするためにポジティブアンケ

ートを作成するという話が心に響いた。カリキュラムが“紙キュラム”にならないよう

にマネジメントをすすめていきたい。 

・他の学校の取組みや先生方の工夫を詳しく伺えたのでとても勉強になりました。学校や

地域の特性もバラバラですが、それぞれの実情に応じて積極的に取り組んでいるところ

に、とても刺激を受けました。また、どの学校でもカリキュラム・マネジメントに必要

なことは、教職員の共通理解や教員同士の会話だということも納得できました。 
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⑤カリキュラム・マネジメントの手引き 

令和２年度末に、大阪府のHP上に手引きのPDFデータをアップロードし、府域での活用を促

した。府教育庁主催の各種研修や、府教育センター実施の小・中学校カリキュラム・マネジ

メント実践研修でも手引きを紹介した。 

大阪府公立小・中学校における令和３年度 教育課程編成状況調査より： 

 府が作成した実践事例集・指導の手引き等の活用状況 

  「カリキュラム・マネジメントの手引き」 小学校：77.6％（464校/598校中）  

中学校：69.8％（199校/285校中） 

○年度当初の取組み状況ではあるが、多くの学校で手引きを教員研修や授業等に活用している 

ことがわかった。引き続き、令和３年度の研究についてデータを追加したことなどを発信し、 

活用を促していきたい。 

 

Webフォーラム参加者アンケートより： 

「『カリキュラム・マネジメントの手引き』をすでに活用したor読んだ」（＝認知度）⇒66.7% 

●比較的、カリキュラム・マネジメントの推進に対して意識の高いWebフォーラム参加者の中で 

も、手引きの認知度が約３分の２であった。次年度においては、さらに手引きが活用される 

ように周知していく。 

 

「手引きを活用したor読んだ時に、役立ったと思

う項目」について（複数回答可）（右表） 

○Webフォーラム参加者の中での調査なので、 

限定的ではあるが、自校の課題に近い具体的 

な実践事例を参考にされていたことが窺える。 

 

【課題及び考えられる改善方策】 

●Webフォーラムの資料作成の際、各調査研究校から提出された発表資料で示されていたこと

と、府教育庁が学校訪問した際にとても良いと感じた取組みや、教職員や児童生徒にとっ

ての成果についてギャップがあった。「当事者（学校）は、自分たちの取組みのよさや成

果について過小評価しがちである」ということがわかった。 

学校の中でPDCAサイクルを回しながら、取り組んだことについて評価をしているものの

成果を実感していない、あるいは「当たり前にやっていること」として学校が認識してい

ないことに対して、市町村教育委員会や、府教育庁が客観的に学校の取組みについて価値

づけしたり、成果として着目することを促したりすることが必要であると考える。 

また、今年度は、まず「教職員が組織的に動けるようにする」という意識が中心だった

が、次年度はあらゆる取組みについて、子どもや教職員の変容を実感できるよう研究を進

めていきたい。 

項 目 人数 割合 

各校の実践事例 41 48.8% 

カリマネってなんだろう 28 33.3% 

Q＆A インデックス 14 16.7% 

参考資料集 12 14.3% 

Yes/No チャート 9 10.7% 

 

４．参考資料 

 【必須】 

①実践地域の取組の概要が分かるもの 

②カリキュラム・マネジメント検討会議の資料  

※ ２年目は①実践地域の取組の概要が分かるものに代わり，カリキュラム・マネジメ

ントの展開に資する手引きを提出すること。  

【任意】 

   ・各種アンケート結果 

   ・その他 参考となる資料   


